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援
配
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
公
立
病
院
特
例
債
等
を

活
用
し
て
、
早
期
に
不
良
債
務
の
解

消
を
図
り
、
公
営
企
業
法
全
部
適
用

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

佐
渡
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど

条
例
８
件
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
が
８
件
、
財
産
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て
が
１
件
、
市
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
が
１
件
、
市
道

路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
が
１
件
、
特

別
会
計
補
正
予
算
が
２
件
、
一
般
会

計
補
正
予
算
の
予
備
審
査
が
２
件
、

特
別
会
計
予
算
が
２
件
、
水
道
事
業

会
計
予
算
が
１
件
、
一
般
会
計
予
算

の
予
備
審
査
が
１
件
、
請
願
が
１
件
、

陳
情
が
１
件
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
一
部
意
見
を
つ
け

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〔
意
見
〕

１�

．
林
業
振
興
費
に
つ
い
て
、

　

し
い
た
け
栽
培
者
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
佐
渡

の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

林
業
振
興
の
観
点
か
ら
し
い
た
け
栽

培
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

2�

．
水
産
業
振
興
費
に
つ
い
て

　

深
層
水
氷
施
設
管
理
費
に
つ
い
て

は
費
用
対
効
果
を
得
て
い
な
い
こ
と

と
、
改
善
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

抜
本
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

３�

．
観
光
費
に
つ
い
て

　

予
算
総
額
２
億
３
８
１
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
佐
渡
観
光
の
低
迷

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
観

光
協
会
へ
の
指
導
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
統
一
的
か
つ
効
果
的
な
予
算

執
行
に
努
め
る
こ
と
。

　

陳
情
第
１
号
、
「
防
犯
灯
修
理
費

用
地
元
負
担
通
知
」
の
撤
廃
に
つ
い

て
は
、
21
年
度
４
月
か
ら
防
犯
灯
の

修
理
費
用
を
地
元
負
担
と
す
る
通
知

の
撤
廃
ま
た
は
、
実
施
時
期
の
延
期

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
審

査
の
結
果
、
「
市
の
財
政
上
や
む
を

得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
変
更
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
」
と
い
う
陳
情
事
項
を
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。

　

請
願
第
１
号
、
金
融
危
機
に
端
を

発
す
る
大
量
解
雇
・
雇
い
止
め
か
ら

雇
用
と
く
ら
し
を
ま
も
る
緊
急
対
策

の
強
化
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
に
付
託
の
事
件
は
、
調

査
の
結
果
次
の
と
お
り
決
定
し
た
の

で
、
会
議
規
則
第
1
0
2
条
の
規
定

に
基
づ
き
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
市
の
行
財
政
改
革

の
推
進
及
び
議
会
改
革
に
関
す
る
こ

と
を
付
託
事
件
と
し
、
平
成
20
年
４

月
の
第
２
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
議

員
発
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。

　

本
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

「
議
会
改
革
」
に
加
え
て
、
当
市
の

行
政
改
革
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

「
本
庁
、
支
所
、
出
張
所
の
あ
り
方

を
主
と
し
た
行
政
機
構
改
革
」、「
下

水
道
事
業
費
縮
減
の
た
め
の
大
幅
見

直
し
」
に
つ
い
て
可
及
的
速
や
か
に

結
論
を
得
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
集

中
的
、
精
力
的
に
調
査
を
行
っ
た
。

結
果
、
こ
れ
ま
で
に
計
20
回
の
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
と
お
り
３

回
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
６
月
定

例
会
に
お
い
て
は
、
４
年
後
の
改
選

時
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
現
行
の
議

員
定
数
28
人
か
ら
４
人
減
の
24
人
に

す
べ
き
と
の
調
査
結
果
報
告
並
び
に

佐
渡
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
の
賛
同

委
員
に
よ
る
発
議
案
の
提
出
を
行
っ

た
。
９
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議

会
機
能
を
含
む
本
庁
、
支
所
、
出
張

所
に
つ
い
て
次
の
提
言
を
行
っ
た
。

⑴�　

議
会
機
能
の
す
べ
て
を
来
年
度

前
半
ま
で
に
本
庁
舎
内
に
移
転
す

る
こ
と
。

⑵�　

本
庁
の
出
先
的
な
機
関
と
し
て
、

両
津
、
相
川
、
南
部
の
３
地
区
に

地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を

配
置
す
る
。
こ
れ
以
外
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
諸
証
明
を
発

行
す
る
窓
口
業
務
な
ど
の
機
能
を

備
え
た
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
を
配
置
す
る
。

⑶�　

当
市
の
実
態
を
鑑
み
て
、
副
市

長
２
人
制
の
必
要
性
は
極
め
て
低

い
こ
と
か
ら
、
副
市
長
の
定
数
は

１
人
に
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷�　

当
市
の
実
態
を
鑑
み
て
、
簡
素

で
効
率
的
並
び
に
市
民
か
ら
見
て

も
責
任
や
権
限
の
所
在
が
明
確
な

組
織
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
早
急

に
現
行
の
部
制
を
廃
止
し
、
課
制

へ
と
移
行
す
る
こ
と
。

⑸�　

職
員
数
及
び
人
件
費
に
つ
い
て
、

当
市
の
実
態
は
類
似
団
体
と
比
較

し
突
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
10

年
後
の
平
成
30
年
度
ま
で
に
は
、

現
行
の
支
所
・
出
張
所
の
職
員
数

も
含
め
5
0
0
人
程
度
、
人
件
費

は
40
億
円
程
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、下
水

道
事
業
が
当
市
の
財
政
状
況
を
圧
迫

さ
せ
て
い
る
要
因
の
一つ
で
あ
る
と
の

共
通
認
識
か
ら
、原
則
来
年
度
か
ら

新
規
、継
続
を
問
わ
ず
汚
水
管
渠
の

延
伸
工
事
を
凍
結
し
、接
続
希
望
者

の
把
握
を
兼
ね
た
住
民
意
向
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。こ
の
調
査
結
果

の
検
証
に
基
づ
く
全
体
計
画
の
精
査
、

抜
本
的
な
見
直
し
に
併
せ
て
、喫
緊
の

課
題
で
あ
る
接
続
率
向
上
に
向
け
た

取
組
み
に
努
め
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
、本
委
員
会
の
所

期
の
目
的
、役
割
は
達
成
さ
れ
た
の

で
調
査
を
終
了
し
ま
す
。な
お
、10
か

市
町
村
の
合
併
で
発
足
し
た
本
市
は
、

丸
５
年
を
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
合
併
の
成
否
を
握
る
行
政
改
革
が

遅
滞
し
、実
効
を
あ
げ
る
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。議
会
と
し
て
は
、今
後
と
も

行
政
改
革
に
つ
い
て「
批
判
と
監
視
」

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、断
行
を
迫
る

立
場
を
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
委
員
会
活
動
報
告
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同
じ
も
の
は
二
つ
と
で
き
な
い
と
い
う

春
の
使
者
、
雪
割
草
の
よ
う
に
、
議
員
一

般
で
は
括く
く

れ
な
い
個
の
集
団
と
し
て
の
議

会
。
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
で

多
様
な
視
点
か
ら
の
議
論
が
生
ま
れ
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
意
思
を
政
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
施
政
方

針
や
当
初
予
算
に
対
し
て
、
個
々
の
政
治

信
条
、
公
約
に
基
づ
く
代
表
質
問
、
一
般

質
問
を
含
め
、
本
会
議
や
委
員
会
質
疑
に

よ
っ
て
最
大
公
約
数
が
求
め
ら
れ
、
予
算

や
政
策
が
実
現
し
ま
す
。
こ
の
様
な
議
員

活
動
の
実
態
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
Ｐ

Ｒ
紙
と
し
て
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
編
集
委
員
一
同
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

編

集

後

記

１月	16	日	 行財政改革特別委員会
	 19	日	 総務文教常任委員会
	 19	日	 市民厚生常任委員会
	 19	日	 産業建設常任委員会
	 19	日	 各派代表者会議
	 20	日	 議会報編集特別委員会
	 23	日	 議会報編集特別委員会
	 23	日	 各派代表者会議
	 23	日	 �県議会 佐渡-羽田間直行便就航に

係る要望書提出
	 26	日	 総務文教常任委員会
	 26	日	 市民厚生常任委員会
	 26	日	 産業建設常任委員会
	 26	日	 議会運営委員会

２月	 6	日	 総務文教常任委員会
	 6	日	 市民厚生常任委員会
	 6	日	 産業建設常任委員会
	 6	日	 議会運営委員会
	 9	日	 第１回臨時会
	 9	日	 議会運営委員会
	 16	日	 市民厚生常任委員会
	 16	日	 議会運営委員会
	 23	日	 議員全員協議会
	 23	日	 各派代表者会議
	 27	日	 議会運営委員会

　「山王（さんのう）さん」と呼
ばれ親しまれている上新穂・日
吉神社にて、４月14日、春祭り
が行われました。少年の射手に
よるやぶさめ、鬼太鼓の舞、下
がり羽、見事な神輿が奉納され
ました。当日は小雨の演出もあ
り、厳かな雰囲気の中で鬼が舞
っていました。

◆議会のうごき

◆行政視察来市状況
2月	 3日	 大分県日田市議会　（目的：地域おこしチャレンジ　人材育成）
	 18日	 北海道北見市議会（目的：市立病院運営状況）
3月	26日	 神奈川県議会（目的：トキ野生復帰への取組）

表 紙 紹 介

　

３
月
20
日
、
新
潟
市
朱
鷺
メ
ッ
セ
に

て
「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
を
世
界
遺
産

に
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
大

多
数
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
基
調

講
演
、
髙
野
市
長
を
含
む
４
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
登
録
へ

の
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。

─
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
─

「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
を

　
世
界
遺
産
に
」

　
　
　
に
出
席
し
ま
し
た

佐渡を世界遺産に佐渡を世界遺産に

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て


